
食道癌術後経過観察中に発見された小腸間膜デスモイド腫瘍の１例
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要旨：小腸間膜デスモイド腫瘍の 1 例を経験したので報告する．症例は 58 歳，男性，食道癌術後経過観察
中に腹部 CT で発見された．PET-CT で軽度の集積を示し，食道癌の転移再発の術前診断で開腹手術を行った．
腫瘍は小腸間膜内に存在する７cm 程の白色硬結で，空腸動静脈第１枝を巻き込んでいた．病理所見では悪
性は無いものの，紡錘形の細胞が柵状に配列しており，間質は部分的に膠原線維が増生する，小腸間膜由
来のデスモイド腫瘍と診断された．現在術後１年で再発所見はないが，今後も慎重な経過観察が必要と思
われた．
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